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編 集 後 記

　四国霊場の札所を訪れましたが、外国人や四国外ナンバーの
車の多さにびっくりしました。森の中に静かにたたずむ本堂は、
全ての人を温かく迎え入れてくれている気がしました。（石）
　歩いて通勤していると、季節の変化がよくわかります。最近
は少し汗をかくようになってきました。もうすぐ梅雨、その後
は暑い夏…。そう思うと少し気が重くなります。（西）
　もうすぐ６月…。毎年時期を過ぎてから蛍の存在を思い出し
ます。今年こそ早めに情報を仕入れて蛍を見に行きたいと思い
ます。その時に、いい写真が撮れるといいんですが…。（藤）
　最近の癒しは、家族と自然の中でまったり過ごす事です。南
に法皇山脈、北に燧灘。四国中央市の素敵な立地条件への感謝
を胸に、次の休日の行き先を考えてニヤニヤしてます♪（井）

　

春の叙勲・危険業務従事者叙勲

土居高等学校同窓会総会
6/17（日）
10：30 ～ 近藤春湖さん（書家）による講演会
11：40 ～ 総会　　12：30 ～ 懇親会
土居文化会館（ユーホール）
男性 3,000 円、女性 2,000 円（20 歳未満無料）
　土居高等学校同窓会事務局　74-2017

6/9（土）　　18：00 ～ 18：30 総会　　
　　　　　　18：30 ～ 20：00 懇親会
すし半（マリエージュ高砂殿）　
3,000 円（110 周年記念につき平成生まれの方無料）
※無料送迎バスあり、お楽しみ豪華抽選会あり
川之江高等学校同窓会事務局　58-2061

川之江高等学校同窓会総会

広報 7月号は
7/1（日）発行です
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ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

　ふるさと三島の海は、わが母なる海なのだ。母は三
島の祭り太鼓が華やかに響く 10 月 23 日に逝った。忘
れ得ぬ日である。遥か首都での忙殺の日々そして逆境
のとき、僕の胸の奥では祭り太鼓が響いていた。
　母は、みなと祭の踊り大会でいつも真ん中で踊って
いた。母を想うと、三島の海を想い浮かべると、勇気
が湧いた。すなわち、ふるさとは生きてゆく上での魂
の源であった。
　さて、ご多分に漏れず僕もまた「男児立志出郷関学
若無成死不還」の心持で東京へ向かった。大学時代は
70 年安保の学園闘争の真っ最中であった。デモや集
会に明け暮れた。学ぶことも多くあったが、失ったも
のも大きい。卒業後、作品を生み出したい、という思
いから出版社に就職した。雑誌と書籍の編集に 30 数
年携わった。その間、どんなに忙しくても、一瞬を捉
えて詠める短歌という小さな文学の器に魅かれて、打
ち込むことになった。
　こうして、多忙を理由に「ふるさとは遠きにありて
思ふもの……」という室生犀星の詩のごとく、50 歳
半ばまでふるさとと縁遠い生活を送っていた。だが、
三島高校菱門同窓会副会長から創立 85 周年の講演を
依頼され、2008 年の初秋に帰省した。そのときに、
同級生が同窓会を開いてくれたのだ。全く予期してい
なかったので、もの凄く嬉しかった。40 年ぶりの再
会である。40 年を経ても変わらない熱い思いに感動
した。
　2013 年からは書道パフォーマンス甲子園の審査員
を引き受けることになった。これを機に毎年夏に帰省
する。紙の町・三島ならではの素晴らしい大会だ。大
会終了後、同級生が集まってくれて小宴となる。友情
は永遠だ。ふるさとの海と友と母の想い出に感謝！

　うみとそらひとつになりて　

　　　　　　　　ふるさとの翠波峰立てば道ひとすぢに

【主な経歴】
昭和 49 年　早稲田大学卒業
　　　　　 株式会社集英社入社
平成 15 年　歌集「はつなつ」出版
平成 22 年　歌集 「魂柱のうた」出版
平成 27 年　駒澤大学講師就任

石川　洋一 さん

（昭和 25 年旧三島町生まれ、鎌倉市在住）

歌人（元・集英社学芸編集部編集長）

　ふるさとの祭り太鼓が聞こえ来る

　　　　　　　　　　　　　　母の命日けふを生きよと

おめでとうございます！

旭日小綬章

　越
お ち

智　滋
しげる

さん（土居町上野）/地方自治功労
　元四国中央市議
旭日単光章

　秋
あきやま

山　明
あ き お

生さん（川之江町）/地方自治功労
　天生津自治会会長
瑞宝双光章

　菅
すがはら

原　和
かずふみ

文さん（新宮町新宮）/消防功労
　元四国中央市新宮町消防団団長
瑞宝双光章

　林
はやし

　章
あきひろ

弘さん（三島宮川）/消防功労
　元四国中央市消防監
瑞宝双光章

　吉
よしおか

岡　洋
よういち

一さん（中曽根町）/消防功労
　元四国中央市消防司令長


